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　第１回勉強会では、緩和医療・在宅
医療に関心のある学生が集まり、最初
になぜ緩和医療・在宅医療という領域
に関心を持ったのか、それぞれが抱い
ている思いを共有しました。各々に熱
い思いがあり、勉強会を行っていく上
でのモチベーションづくりができまし
た。
　次に、各々が緩和医療・在宅医療と
いう領域について知っていることや関
心のあることを共有していきました。
共有した時点で、分からない点や疑問
点を挙げていきました。やはりこれか
らの緩和医療・在宅医療がどうあるべ
きなのかを考える上で、過去にそれら

　2025年には、約５人に１人は75歳以上とされる超高齢社会
において、わが国の医療の形も変わっていくと考えます。この
超高齢社会を支える医療の一つとして、緩和医療・在宅医療が
あると思います。今回、将来このような社会を支えていく薬学
生として、緩和医療・在宅医療という観点から何ができるのか、
何をしていく必要があるのかを考えることを目的に、昨年９月、
10月と２回にわたり都内で勉強会を行いました。
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学生の限界、現場の方へのメッセージ
がどのような経緯で行われてきたの
か、また現在はどのように行われてい
るのかを学ぶことが必須であると考え
ました。

　第２回勉強会では各自、緩和医療・
在宅医療に関する講演会に参加して得
た知識や、文献等を調べて得た知識を
共有しました。学生なりに調べた知識
に基づいて、緩和医療・在宅医療にお
いて何ができるのか、できているのか、
現在問題としてあげられそうなことは
何かなど考え、意見交換を行いました。
　それぞれ着目する点が異なっていた
ため、様々な側面から緩和医療・在宅
医療について考えることができ、活発

緩和医療、在宅医療を
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な話し合いを行うことができました。
中には「在宅で患者さんをケアするた
めには、24時間対応可能な地域包括
システムの充実が必要であり、マンパ
ワー不足を改善するために薬局同士の
連携も欠かせないのではないか」と学
生なりに考えた、あるべき形を提案す
る意見もありました。
　このように今回の勉強会の結果、緩
和医療・在宅医療の現場において、「薬
剤師の役割は何であるのか、何を期待
されているのか」「なぜ今後緩和医療
・在宅医療を行っていく必要があるの

か」を調べた知識から学び、考えるこ
とはできましたが、やはり知識を共有
する段階でそれが明確であるのか曖昧
な点もありました。この勉強会で分か
らなかった点、疑問点等を正確な知識
のもとに解消し、さらに考えを深め、
将来私たちは緩和医療・在宅医療にど
のように貢献できるのか考えるに至る
には、実際に現場・現状を知る必要が
あると思いました。現場を知らない私
たちは、学生なりに調べた知識に基づ
いての理想や予想を語ることが限界で
あると感じました。

　このように私たちは将来、医療を行
っていく上で何ができるのか、どうあ
るべきなのか学生なりに考える活動を
行っています。しかし、実際に現場・
現状を知らなければそれはただの学生
の掲げる理想論です。現場に行き、現
実を知った上で、私たちは将来どのよ
うに医療に貢献できるのか考えていき
たいと思っています。
　そこで、現場・現状を知ることがで
きる機会があればと考えております。
ぜひ見学やインタビューといった形で
薬学生が現場を知る機会をいただけな
いでしょうか。また、今回の学生のみ
の勉強会には知識という面で限界があ
ると痛感しました。学生がこのような
勉強会を行っていく上でのご指摘、ア
ドバイス等がありましたら、ご連絡い
ただけると幸いです。

　今回の緩和医療・在宅医療について
の勉強会に終わらず、様々な視点から
医療を考える活動を行っていき、それ
が現場を知る機会へとつながり、さら
に考えを深め、薬学生として今後の医
療をよりよいものにしていくきっかけ
になればと思っています。
　日本薬学生連盟薬学教育副委員長　
　　　　　　　　　　　　北澤　裕矢
　（問い合わせ：education@apsjapan.
org　薬学教育委員会・飯塚まで）

薬
学
教
育
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

 〈本号の紙面〉
薬局薬剤師と在宅医療………３
CRO協会就職座談会……６～７
国試最終チェックポイント……８～９
※お知らせ：薬学生新聞は、
2015年から３月号も発行し、
年６回の隔月刊になります。


	Button1: 


